
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（ 松本 地域） 

平成 25 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

   事 業 内 容         

 

・沿革史編纂委員会の組織 

 河川の歴史について、資料を収集、整理、分析を行った。 

 毎月 1 回の編纂会議の中で、地区の歴史について情報を 

共有した。 

 編纂委員会は牛伏川をきれいにする会会員の他に、地区の 

 歴史研究団体「寿史談会」、寿公民館報 300号縮刷版 

（24年発行）編纂委員で組織した。 

・牛伏川改修工事沿革史の発刊           26年 3月 23日付市民タイムスより  

 

 

   事 業 効 果                     

 

・牛伏川の氾濫の歴史、改修工事の歴史を古文書や、 

官公庁の資料、地域住民の体験談、当時の写真を 

もとに詳細にまとめることができた。 

 

・今後の地区活動、公民館活動に教材として利用していく 

 ため、地区関係団体、教育機関に配布した。 

 

 

 

                                                                                                               

                                                             

   今後の取り組み    

 

・地区活動、公民館活動に教材として利用をしていく。 

・学校応援団事業の中でも活用し、子どもたちへ治水の大切さを教え、地域への愛着心を育てる。 

 

 

 

 

 
※１自己評価（事業実施率）欄は、「Ａ」90％以上、「Ｂ」70～89％、「Ｃ」50～69％、「Ｄ」49％以下で示すこと。 
※２自己評価（事業効果）欄は、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

事業名 牛伏川改修工事沿革史作成事業 

事業主体 

（連絡先） 

牛伏川をきれいにする会 

事業区分 環境保全、景観形成に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 1,047,375 円（うち支援金 551,000 円） 

【目標・ねらい】 

●現存する川の歴史資料の整理と

分析、編纂。 

●26 年度以降の地区活動、公民館

活動に教材として利用 

●26 年度以降の河川環境保全活動

参加者の増加 

（活動写真） 

※２自己評価（事業効果）【 A 】 

※１自己評価（事業実施率）【 A 】 


